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【手続補正書】
【提出日】令和2年12月28日(2020.12.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技中に使用される遊技盤と、その遊技盤を受け入れ可能な側である一側が開放される
内枠と、その内枠の前記一側を閉塞可能な正面枠と、を備え、
　前記正面枠は、前記遊技盤と外部との間で連通される経路に配設される配設手段を備え
、
　前記配設手段は、
　前記遊技盤よりも下側において前記経路と交差するように配置される板状部と、
　その板状部から下側に向けて延設される第１延設部と、
　前記板状部から下側に向けて延設され前記第１延設部に対して対向配置される第２延設
部と、を備え、
　前記配設手段は、前記内枠が前記正面枠により閉塞されていない所定状態において視認
され得るよう構成され、
　前記経路は、前記正面枠と前記内枠との間に位置することを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　基板ボックスを備えることを特徴とする請求項１記載の遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
　パチンコ機などの遊技機において、不正行為に対する不正防止を図るための手段を備え
る遊技機が知られている（特許文献１）。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００３】
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【特許文献１】特開２０１６－２６５７３号公報
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　しかしながら、上述した従来の遊技機では、不正防止の機能に改良の余地があるという
問題点があった。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明は、上記例示した問題点などを解決するためになされたものであり、不正防止の
機能の良好な遊技機を提供することを目的とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　この目的を達成するために請求項１記載の遊技機は、遊技中に使用される遊技盤と、そ
の遊技盤を受け入れ可能な側である一側が開放される内枠と、その内枠の前記一側を閉塞
可能な正面枠と、を備え、前記正面枠は、前記遊技盤と外部との間で連通される経路に配
設される配設手段を備え、前記配設手段は、前記遊技盤よりも下側において前記経路と交
差するように配置される板状部と、その板状部から下側に向けて延設される第１延設部と
、前記板状部から下側に向けて延設され前記第１延設部に対して対向配置される第２延設
部と、を備え、前記配設手段は、前記内枠が前記正面枠により閉塞されていない所定状態
において視認され得るよう構成され、前記経路は、前記正面枠と前記内枠との間に位置す
る。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　請求項２記載の遊技機は、請求項１記載の遊技機において、基板ボックスを備える。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
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　請求項１記載の遊技機によれば、不正防止の機能を良好にすることができる。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　請求項２記載の遊技機によれば、請求項１記載の遊技機の奏する効果に加え、基板ボッ
クスに基板を収容することができる。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】２０３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【２０３１】
　遊技機Ａ１からＡ８，Ｂ１からＢ３，Ｃ１からＣ３，Ｄ１からＤ６，Ｅ１からＥ４，Ｆ
１からＦ６，Ｇ１からＧ６，Ｈ１からＨ７，Ｉ１からＩ６，Ｊ１からＪ５，Ｋ１からＫ７
，Ｌ１からＬ３，Ｍ１からＭ５，Ｎ１からＮ５，Ｏ１からＯ５，Ｐ１からＰ７，Ｑ１から
Ｑ７，Ｒ１からＲ５，Ｓ１からＳ５のいずれかにおいて、前記遊技機はパチンコ遊技機と
スロットマシンとを融合させたものであることを特徴とする遊技機Ｚ３。中でも、融合さ
せた遊技機の基本構成としては、「複数の識別情報からなる識別情報列を動的表示した後
に識別情報を確定表示する可変表示手段を備え、始動用操作手段（例えば操作レバー）の
操作に起因して識別情報の変動が開始され、停止用操作手段（例えばストップボタン）の
操作に起因して、或いは、所定時間経過することにより、識別情報の動的表示が停止され
、その停止時の確定識別情報が特定識別情報であることを必要条件として、遊技者に有利
な特別遊技状態を発生させる特別遊技状態発生手段とを備え、遊技媒体として球を使用す
ると共に、前記識別情報の動的表示の開始に際しては所定数の球を必要とし、特別遊技状
態の発生に際しては多くの球が払い出されるように構成されている遊技機」となる。
　＜その他＞
　パチンコ機などの遊技機において、遊技球を供給する通路となる供給通路と、その供給
通路から供給された遊技球を発射する発射装置と、その発射装置から発射された遊技球を
回収する通路となる回収通路と、その回収通路から供給通路へ遊技球を搬送する搬送装置
とを備えた遊技機が知られている（例えば、特許文献１：特開２００９－１１８８６９号
公報）。
　しかしながら、上述した従来の遊技機では、遊技球を抜き取ることができないという問
題点があった。
　本技術的思想は、上記例示した問題点などを解決するためになされたものであり、遊技
球を抜き取ることができる遊技機を提供することを目的とする。
　＜手段＞
　この目的を達成するために技術的思想１の遊技機は、遊技球を供給する通路となる供給
通路と、その供給通路から供給された遊技球を発射する発射装置と、その発射装置から発
射された遊技球を回収する通路となる回収通路と、その回収通路から前記供給通路へ遊技
球を搬送する搬送装置とを備えた遊技機であって、前記搬送装置が、前記遊技球を受け入
れる複数の凹部が回転方向に沿って外周面に凹設され前記回収通路から取り込まれた遊技
球が前記凹部に供給される駆動体と、その駆動体と平行な回転軸を有し遊技球を受け入れ
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る複数の凹部が回転方向に沿って外周面に凹設される１又は複数の従動体と、前記駆動体
に駆動力を付与して回転駆動する駆動手段と、前記駆動体および従動体の前記凹部に受け
入れられた遊技球の搬送通路を形成する案内壁と、を備え、前記駆動体の凹部と前記従動
体の凹部との間または前記従動体どうしの凹部の間に受け入れられた遊技球を媒体として
、前記駆動体の回転力が前記従動体へ伝達され、前記従動体が前記駆動体の回転に従動さ
れるものであり、前記案内壁に配設され前記搬送装置の搬送通路を開閉する開閉手段を備
える。
　技術的思想２の遊技機は、技術的思想１記載の遊技機において、前記案内壁のうちの前
記回収通路から取り込まれた遊技球が前記駆動体へ向けて搬送される側と前記駆動体を挟
んで反対側となる位置に前記開閉手段が形成される。
　技術的思想３の遊技機は、技術的思想２記載の遊技機において、前記駆動体の回転軸方
向視において前記駆動体の凹部の回転軌跡に交わる位置に前記開閉手段が形成される。
　＜効果＞
　技術的思想１記載の遊技機によれば、遊技球を抜き取ることができる。
　技術的思想２記載の遊技機によれば、技術的思想１記載の遊技機の奏する効果に加え、
遊技球を抜き取ることができる。
　技術的思想３記載の遊技機によれば、技術的思想２記載の遊技機の奏する効果に加え、
遊技球を抜き取ることができる。
　＜符号の説明＞
１０，８０１０，１７０１０　　　　　　　　　　パチンコ機（遊技機）
１２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内枠（受入手段）
１３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遊技盤（遊技手段）
１４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正面枠（閉塞手段）
１４ｄ２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　補助凸部（凹設部の一部）
１７　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上皿（受容皿の一部）
５０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下皿（受容皿の一部）
６８　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戻り球防止部材（一方向妨害手段）
８１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第３図柄表示装置（表示手段）
１４５，９１４５，１０１４５　　　　　　　　　ファール球通路部（ファール球通路）
１５９　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開閉規制部（閉塞規制部）
１７３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長尺カバー部材（解消手段の一部）
１７８　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　逆カップ部（配置手段の一部、第１手
段、侵入規制部、解消手段の一部）
１８０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結束可動部材（配置手段の一部、第２
手段、支持手段）
３００、２３００、３３００、４３００、５３００、６３００、７３００
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　操作デバイス
３１０、２３１０、３３１０、４３１０　　　　　傾倒装置（傾倒手段、操作手段、第１
手段）
３１１ｇＬ、３３１１ｇＬ　　　　　　　　　　　左側検出片（連打判別手段の一部、位
置差検出手段の一部、移動向き判断手段の一部）
３１１ｇＲ　　　　　　　　　　　　　　　　　　右側検出片（連打判別手段の一部、終
端検出手段の一部、位置差検出手段の一部、移動向き判断手段の一部）
３１２ａ１　　　　　　　　　　　　　　　　　　操作面（操作手段の一部）
３１４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軸部（軸棒）
３１５　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ねじりバネ（付勢手段）
３２４Ｌ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　左側検出センサ（連打判別手段の一部
、位置差検出手段の一部、移動向き判断手段の一部）
３２４Ｒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　右側検出センサ（連打判別手段の一部
、終端検出手段の一部、位置差検出手段の一部、移動向き判断手段の一部）
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３３０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上枠部材（収容手段の一部）
３３１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開口部（第１開口部）
３３２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上側軸受け部（支持部の一部）
３４０、５３４０、６３４０　　　　　　　　　　駆動装置（駆動手段、第１駆動手段）
３４１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本体部材（摩擦部材の一部）
３４１ｆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＬＥＤ装置（発光手段）
３４３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伝達軸棒（伝達手段の一部）
３４３ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円柱部材（伝達手段の一部）
３４３ｂ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伝達ギア（駆動手段の一部、解除手段
の一部）
３４３ｂ２　　　　　　　　　　　　　　　　　　クラッチ部（係合歯）
３４３ｃ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　可動クラッチ（伝達手段の一部、解除
手段の一部）
３４３ｃ２　　　　　　　　　　　　　　　　　　クラッチ部（係合歯）
３４３ｄ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コイルバネ（付勢手段）
３４４、６３４４、７３４４　　　　　　　　　　円板カム（伝達手段の一部、終端手段
の一部、解除負荷手段の一部）
３４４ｃ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　係合リブ（解除負荷手段の一部）
３４４ｄ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連結ピン（凸設部）
３４５　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アーム部材（伝達手段の一部、終端手
段の一部）
３４６、２３４６、７３４６　　　　　　　　　　解除部材（維持手段の一部、第１手段
の一部、摩擦部材の一部）
３４７、７３４７　　　　　　　　　　　　　　　回転爪部材（維持手段の一部、第１手
段の一部）
３５２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ボイスコイルモータ（第２駆動手段、
反発手段）
４１０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上側枠部材（支持締結手段）
４５１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スピーカー（音響手段）
４５３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スピーカー接続線（通過部材）
４６０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前側組立（第１手段）
４６４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配線通過凹部（開口部の一部）
４６７　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通路形成リブ（屈曲手段、突設部）
４８０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後側組立（第２手段）
４８１Ｈａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　補助凸部（開口部の一部）
４８４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　配線押圧凸部（開口部の一部）
４８７　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通路形成リブ（屈曲手段、突設部）
５００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　右パネルユニット（演出手段）
５００Ｌ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　左重板ユニット（第１手段）
５００Ｒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　右重板ユニット（第２手段）
５１０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　支持板部（被連結手段）
５１２ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＬＥＤ（光照射手段）
５３１ｂ、５３１ｃ　　　　　　　　　　　　　　支持孔（連結部の一部）
５３２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　傾斜リブ部（当接手段）
５４０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　導光部材（第３手段、導光手段）
５５１ｂ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凸設部（連結部の一部）
６００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　盤面支持装置（状態変化手段）
６２０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回転前爪部材（近接手段）
６４０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回転後爪部材（当接手段）
８０１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　支持基材（ベース部材）
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８０２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　花弁（第２変位手段の一部）
８０４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中央モータ（駆動手段）
８３０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回転板（第１変位手段）
８５１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中央軸部材（軸手段）
８８０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遊嵌装置（第３変位手段）
２０６２ｃ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ファール球通路（ファール球通路）
２３４７　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回転板部材（維持手段の一部）
２３４８　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スライド爪部材（維持手段の一部）
２８８８　　　　　　　　　　　　　　　　　　　規制部（抵抗手段）
４３２１ｄ　　　　　　　　　　　　　　　　　　上側検出センサ（検出センサ）
４３２１ｅ　　　　　　　　　　　　　　　　　　下側検出センサ（検出センサ）
５３２０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下枠部材（支持枠の一部）
５３４４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円板カム（伝達手段の一部、終端手段
の一部、解除負荷手段の一部、カム部材）
５４００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　振動装置（振動手段、反発手段）
５４１１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　駆動モータ（低耐水部）
５４１２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　錘部材（振動部、反発手段の一部）
５４２０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柔軟部材（支持手段、反発手段の一部
）
５４３０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　収容部材（受け手段、反発手段の一部
、支持枠の一部）
６３４４Ｌ１、６３４４Ｒ１　　　　　　　　　　円板部材（第１回転部材）
６３４４Ｌ２、６３４４Ｒ２　　　　　　　　　　リング部材（第２回転部材）
７３４４Ｌ１、７３４４Ｒ１　　　　　　　　　　円板部材（伝達手段の一部、終端手段
の一部）
７３４４Ｌ３、７３４４Ｒ３　　　　　　　　　　係合部材（解除負荷手段）
８３２０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下枠部材（収容手段の一部）
８３２６ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　第１貫通孔（第２開口部の一部）
８３２６ｂ　　　　　　　　　　　　　　　　　　第２貫通孔（第２開口部の一部）
８３２６ｃ　　　　　　　　　　　　　　　　　　第３貫通孔（第２開口部の一部）
９１４２ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　右傾斜面（払出球排出部の一部）
９１５０、１０１５０　　　　　　　　　　　　　板金部材（一方向妨害手段、負荷手段
）
９１４５ｂ、１０１４５ｃ　　　　　　　　　　　切り欠き（凹設部の一部）
１０１４５ｄ　　　　　　　　　　　　　　　　　転動板部（規制手段）
Ｅ１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報知装置（検出手段）
Ｐ１ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　変形部（変形部）
Ｓ５２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　終端領域（占有領域）
ＳＬ２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｓ字経路（折曲部）
Ｖ１３、Ｖ１４　　　　　　　　　　　　　　　　隙間
１６ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　供給通路
４３ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回収通路
５０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発射装置
１００　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　搬送装置
１１３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遊技球排出通路（抜き取り通路）
１１３ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　側壁（案内壁）
１２１，２２１　　　　　　　　　　　　　　　　駆動体
１２１ｂ１　　　　　　　　　　　　　　　　　　凹部
１２２，２２２　　　　　　　　　　　　　　　　第１従動体（従動体、変位部材）
１２２ｂ１，２２２ｂ１　　　　　　　　　　　　凹部
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１２３，２２３　　　　　　　　　　　　　　　　第２従動体（従動体、変位部材）
１２３ｂ１，１２３ｃ１，２２３ｂ１，２２３ｃ１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凹部
１２４，２２４　　　　　　　　　　　　　　　　第３従動体（従動体、変位部材）
１２４ｂ１，２２４ｂ１　　　　　　　　　　　　凹部
１２５，２２５　　　　　　　　　　　　　　　　第４従動体（従動体、変位部材）
１２５ｂ１，１２５ｃ１，２２５ｂ１，２２５ｃ１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凹部
１３０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　駆動モータ（駆動手段）
１３１，２３１　　　　　　　　　　　　　　　　第１案内壁（案内壁）
１３２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第２案内壁（案内壁）
１３３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第３案内壁（案内壁）
１３４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第４案内壁（案内壁）
１４０，４４０，５４０　　　　　　　　　　　　規制部材（規制手段）
１５０，２５０，３５０　　　　　　　　　　　　開閉部材（開閉手段）
１６０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伝達手段
１６１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　切替操作部（操作子）
１７０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　切替通路（案内通路）
１７１ａ，１７１ｂ　　　　　　　　　　　　　　上下通路（第１通路）
１７２ａ，１７２ｂ　　　　　　　　　　　　　　前後通路（第２通路）
Ｃ０～Ｃ５　　　　　　　　　　　　　　　　　　回転軸
Ｒ０～Ｒ４　　　　　　　　　　　　　　　　　　矢印（第１方向）
Ｒ６～Ｒ９　　　　　　　　　　　　　　　　　　矢印（第２方向）
Ｓ１～Ｓ１９　　　　　　　　　　　　　　　　　遊技球
Ｗ１，Ｗ２　　　　　　　　　　　　　　　　　　搬送通路
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】２０３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【２０３２】
１０　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パチンコ機（遊技機）
１２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内枠（受入手段）
１３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遊技盤（遊技手段）
１４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正面枠（閉塞手段）
１７８　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　逆カップ部（配設手段）
１７８ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　壁部（第２延設部）
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